
地域で、子育てのお手伝いをしたり、
悩んでいるお母さん、お父さんの
相談にのる活動や、

障がいのある人が、まちで幸せに暮らせ
るお手伝いをする活動や、

地域で、１人暮らしや寝たきりの高齢者
に、栄養の整った食事を届ける活動や、

地域に住むみんなが「安心・安全」に
暮らすための活動や、

共同募金は、地域をつくる市民を応援していきます。

《特集》“官設民営型”市民活動センターの現状とこれから
　　 NPO法20年・指定管理者制度15年目に考える「協働」

《うぉろ君の気にな〜るゼミナール》  

「優生思想」って？
《東日本大震災　いわき市発〜現地から伝える「被災地の今」》

住民の声を反映させながら進める復興の
まちづくり
 掃部 郁子（NPO法人うつくしまブランチ　理事）

《V時評》

1. ダイバーシティ職場としてのNPO
2. 避難所が象徴する災害対策の貧しさ

《ドクター長浜のソーシャルマネジメントの処方箋》

個人のコミュニケーション力を問い直す！
長浜 洋二 （モジョコンサルティング合同会社　代表）

《現場は語る　～コーディネートの現場から》

誰もがその人らしく生き抜く長寿社会の
実現に向けて　
〜５年目を迎えた「長野県シニア活動推進コーディネーター」
戸田 千登美（公益財団法人長野県長寿社会開発センター 主任シニア活動推進コーディネーター）

《市民活動の暦（こよみ）～ 10月、11月にあったこと 》 

30年前……「過労死弁護団全国連絡会議」結成
《U35》 

城宝 薫さん（株式会社テーブルクロス　代表取締役）　

《この人に》 

稲葉 剛さん（一般社団法人つくろい東京ファンド　代表理事） 

《アゴラ／シネマ／ライブラリー》

「クーネロコ」／『愛と法』／書籍紹介
《傍聴カフェ〜裁判からみえる社会》 

ケースNo.9「知的障害者の放火」

  ① 

  ⑱ 

  ㉑ 

  ⑫ 

  ㉔ 

  ㉒ 

  ⑬ 

  ⑯

  ⑭

  ㉖ 

  ㉘ 

市民活動総合情報誌／ボランティア・NPO をもう一歩深く

地域のいろいろな活動のために役立てられます。

●共同募金会では、今年の重要配分テーマを『障がい児・者の福祉の増進』とし、障が
い児・者を支援する事業に対して積極的に助成いたします。また、全国共通助成テー
マである「地域から孤立をなくそう」に関わる事業をはじめ、社会的課題を解決する
ための事業や社会福祉制度の「はざま」となる事業、先駆的・開拓的な事業など幅広
い民間社会福祉事業、地域に根ざしたさまざまな福祉活動の支援を行ってまいります。

●国内で大きな災害が発生した時は、共同募金は都道府県域を超えて、被災地で被災し
た人たちを助ける活動の支援も行います。

●寄付金には、税の特典があります。会社など法人の寄付金は、全額損金算入できま
す。個人の寄付金は、所得税の所得控除または税額控除、住民税の税額控除の対象
になります。
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市民団体が大集合！　クリスマス大交流会
（瀬戸市市民活動センター、提供も）

「岡山高校生ボランティア・アワード」は実行委員も高校生
（岡山県ボランティア・NPO 活動支援センター、提供も）

【特集チーム】磯辺 康子、稲田 千紘、大島 一晃、筒井 のり子、早瀬 昇、村岡 正司、百瀬 真友美、山本 佳史

NPO 支援情報や活動団体からの情報がいっぱい
（藤沢市市民活動推進センター）

今年は特定非営利活動促進法、いわゆるＮＰＯ法
が成立・施行されて20年だ。その間、各地で市民
活動を支える拠点として市民活動センターが創設
されていった。その多くは自治体が設置し民間団
体が運営するスタイルで、行政と市民活動の協働
形態の一つともいえる。この場合、指定管理者制
度を利用することも多く、今年は同制度開始から
15年でもある。
　そこで本号では、官設民営型市民活動センター
の現状をアンケート調査で探り、課題や今後のあ
り方に迫った。多忙な中、アンケートに協力いただ
いた全国１２２件のセンター運営団体の皆さまに
心から感謝を申し上げる。調査結果と本特集が、す
べての協働の現場で役立てば幸いである。

［ 特 集 ］
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NPO法人, 

69.7%

協議会など, 

7.6%

共同事業体, 

4.2%

社会福祉協議会, 4.2%

公益財団法人, 

4.2%

一般社団/財団法人, 

3.4%
株式会社, 3.4% 任意団体ほか, 

3.4%

随意契約, 

32

公募時に応募条件

あり, 73

応募条件なし 

9

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
だ
け
で
約
７
割
に
達
す
る
。
な

お
、
契
約
形
態
と
ク
ロ
ス
分
析
す
る
と
、
指
定

管
理
者
制
度
を
活
用
し
て
い
る
68
セ
ン
タ
ー

（
注
２
）の
う
ち
68
％
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
だ
っ
た
。

　
「
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

状
況
等
に
関
す
る
調
査
結
果
」（
総
務
省
・

２
０
１
５
年
）
で
は
、
指
定
管
理
者
を
担
う

団
体
の
内
訳
は
、
公
益
法
人
等
25
％
、
地
縁

　

市
民
活
動
の
支
援
機
関
は
、
大
阪
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
協
会
や
富
士
福
祉
事
業
団
な
ど
が
先

駆
け
と
な
り
、
１
９
８
０
年
代
か
ら
は
社
会

福
祉
協
議
会
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
設

置
さ
れ
、
活
動
を
推
進
し
て
き
た
。

　

一
方
、
今
回
の
調
査
対
象
の
「
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
」
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
成
立
後
に
全
国
に

広
が
り
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
る（
注
１
）。
今
回
は
、

こ
の
う
ち
自
治
体
が
設
置
し
民
間
団
体
が
運

営
し
て
い
る
セ
ン
タ
ー
を
調
査
対
象
と
し
た
。

　

本
誌
で
は
、
日
本
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
の
協
力

を
得
て
、
同
セ
ン
タ
ー
が
把
握
す
る
全
国
の

４
９
３
の
支
援
セ
ン
タ
ー
の
う
ち
、官
設
民
営

型
で
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
も
分
か
っ
た
２
１
４

セ
ン
タ
ー
と
、
編
集
委
員
会
が
独
自
に
把
握

し
た
15
セ
ン
タ
ー
の
計
２
２
９
セ
ン
タ
ー
に
Ｅ

メ
ー
ル
を
使
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。

こ
の
う
ち
メ
ー
ル
が
正
常
に
届
い
た
２
２
３
セ

ン
タ
ー
の
う
ち
１
２
２
の
セ
ン
タ
ー
か
ら
回

答
を
得
た（
回
収
率
55
％
）。
集
計
可
能
な
回

答
は
１
１
９
（
有
効
回
答
率
53
％
）
だ
っ
た
。

【図1】運営主体 n＝サンプル数 :119

【図2】運営団体の公募形態 n:114

調
査
の
対
象
施
設

（
注
１
）  

今
回
の
調
査
で
は
、
日
本
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
の
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
セ
ン
タ
ー
調
査
」
に
な
ら
い
、
①
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
組
織
支
援
を
主
た
る
目
的
の
一
つ
と
し
て
い
る
、
②
常
設
の
拠
点
が
あ
る
、

　

③
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
組
織
相
談
に
対
応
で
き
る
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
て
い
る
、
④
分
野
を
限
定
せ
ず
に
支
援
し
て
い
る
、
の
４
点
を
該
当
す
る
セ
ン
タ
ー
と
定
義
し
た
。

（
注
２
）  

指
定
管
理
者
で
あ
る
と
と
も
に
委
託
や
補
助
を
得
て
い
る
場
合
も
、
合
わ
せ
て
含
め
て
集
計
し
て
い
る
。

団
体
21
％
、
株
式
会
社
19
％
、
学
校
法
人
・

医
療
法
人
等
13
％
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
５
％
。
指

定
管
理
者
制
度
の
担
い
手
の
中
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
は
か
な
り
少
な
い
が
、
市
民
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
大
き
な
シ
ェ
ア
を

得
て
い
る
。
な
お
、協
議
会
や
共
同
事
業
体
に

も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
加
わ
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
も

含
め
る
と
指
定
管
理
者
制
度
で
運
営
さ
れ
る

セ
ン
タ
ー
の
78
％
に
達
す
る
。

　運
営
団
体

運
営
の
中
心
は
市
民
団
体

　

以
下
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
内
容
を
報
告

す
る
。
な
お
、
こ
の
分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
認

定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
ぽ
っ
と
の
伊
藤
久
雄
理

事
（
10
ペ
ー
ジ
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
）
か
ら

貴
重
な
示
唆
を
い
た
だ
い
た
。

　

ま
ず
回
答
団
体
の
属
性
を
図
１
に
示
す
。

運
営
団
体
公
募
の
制
限

　

こ
の
運
営
団
体
選
定
時
の
「
条
件
」
で
は
、

回
答
施
設
の
28
％
は
非
公
募
（
随
意
契
約
）。

指
定
管
理
者
制
度
も
業
務
委
託
も
理
由
書

を
付
せ
ば
非
公
募
が
可
能
で
、
そ
の
仕
組
み

を
利
用
し
て
い
る
。
公
募
の
82
施
設
の
う
ち

９
施
設
は
応
募
条
件
な
し
（
図
２
）
の
た
め
、

残
る
73
施
設
に
設
定
さ
れ
た
「
運
営
団
体
の

応
募
条
件
」
を
図
３
に
示
す
。

運
営
団
体
の
公
募
・
応
募

指定管理者であるとともに、委託や補助を得ている
場合も含めて集計している。
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ウォロ２年分（12冊）を
挟み込めるバインダーです。

（ウォロ１冊５００円＋送料２５０円）
お問い合わせはウォロ編集部／office@osakavol.orgまで

　

優
生
思
想
と
は
、
人
間
に
優
劣
を
つ
け
て

「
劣
等
」
者
を
排
除
し
、
遺
伝
的
に
改
良
し

て
い
こ
う
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
統
計
学

的
思
考
が
特
徴
で
、
統
計
学
で
著
名
な
イ
ギ

リ
ス
の
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ゴ
ル
ト
ン
を
先
頭
に
20

世
紀
初
頭
か
ら
世
界
的
に
ま
ん
延
し
た
。
優

秀
な
人
を
つ
く
る
た
め
の
方
法
と
し
て
、「
劣

等
」
者
へ
の
結
婚
制
限
や
隔
離
、
断
種
（
不

妊
手
術
の
こ
と
）
な
ど
が
提
起
さ
れ
、
実
施

さ
れ
て
き
た
。 

　

こ
の
思
想
で
「
劣
等
」
と
さ
れ
て
き
た
の

が
障
害
者
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
知
能
検

査
の
普
及
と
同
時
に
「
精
神
薄
弱
」
と
さ
れ

た
人
た
ち
に
か
か
る
「
社
会
的
コ
ス
ト
」
が
問

題
視
さ
れ
、
世
界
に
先
駆
け
て
断
種
を
認
め

る
法
律
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。
ナ
チ
ス
・
ド

イ
ツ
で
は
そ
れ
が
よ
り
大
胆
に
進
め
ら
れ
、
Ｔ

４
作
戦
（
障
害
者
の
殺
害
計
画
）
や
ホ
ロ
コ
ー

ス
ト
を
招
い
て
し
ま
っ
た
。 

　

日
本
で
は
、
国
民
優
生
法
が
１
９
４
０
年

に
つ
く
ら
れ
て
障
害
者
に
対
す
る
断
種
が
合

法
化
さ
れ
た
。
戦
後
は
優
生
保
護
法
に
生
ま

れ
変
わ
り
、
96
年
ま
で
数
多
く
の
障
害
者
に

手
術
を
強
制
し
、
身
体
的
に
も
精
神
的
に
も

深
い
傷
跡
を
刻
ん
で
き
た
。い
ま
よ
う
や
く
そ

の
補
償
が
問
わ
れ
、
超
党
派
で
法
案
が
練
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。「
障
害
者
は
コ
ス

ト
」
と
い
っ
た
発
想
は
い
ま
も
根
強
く
あ
り
、

２
０
１
６
年
７
月
に
は
相
模
原
障
害
者
殺
傷

事
件
と
い
う
惨
劇
が
生
じ
て
い
る
。
知
ら
ず

知
ら
ず
の
間
に
根
付
い
て
し
ま
う
「
内
な
る

優
生
思
想
」
に
、
市
民
社
会
で
は
ど
う
自
覚

的
に
向
き
合
っ
て
い
く
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

花
園
大
学
准
教
授　

藤
井 

渉
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エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
で
ク
ー
ネ
は「
共

に
」ロ
コ
は
「
場
所
」
︱
と
笑

顔
で
教
え
て
く
れ
た
の
は
、元
小
学
校

教
員
の
店
主
、並
河
恵
子
さ
ん
。
長
女

の
智
子
さ
ん
を
は
じ
め
、家
族
や
身
近

な
人
た
ち
で
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
の
カ

フ
ェ
は
阪
急
箕み

の
お面

駅
か
ら
徒
歩
８
分
。

１
年
ほ
ど
前
、築
40
年
の
戸
建
て
住
宅

を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

店
内
で
は
、南
部
鉄
器
で
焼
く
手
ご

ね
ハ
ン
バ
ー
グ
な
ど
数
種
類
の
ラ
ン
チ
が

楽
し
め
る
。ス
イ
ー
ツ
は
、手
作
り
の
シ

フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
や
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
な
ど
、

飲
み
物
と
セ
ッ
ト
で
５
０
０
円
か
ら
。

　
「
学
校
の
先
生
た
ち
が
気
軽
に
集
ま

れ
る
場
所
を
」と
い
う
並
河
さ
ん
の
思
い

が
、ク
ー
ネ
ロ
コ
の
は
じ
ま
り
だ
。
小
学

校
教
員
は
多
忙
を
極
め
、子
ど
も
た
ち

へ
の
対
応
や
授
業
の
準
備
に
追
わ
れ
て

い
る
。
悩
み
が
あ
っ
て
も
、相
談
を
す
る

時
間
が
な
い
。

　

２
階
の
和
室
で
行
わ
れ
る
、２
カ
月

に
一
度
の
「
ク
ー
ネ
ト
ー
ク
」は
、教
員

同
士
で
思
い
や
課
題
を
共
有
し
、支
え

合
う
場
と
な
っ
て
い
る
。
戦
争
経
験
者

を
招
い
て
の
「
平
和
学
習
」
や
「
国
語

の
指
導
」「
保
護
者
対
応
」な
ど
、扱
う

テ
ー
マ
も
幅
広
い
。「
こ
れ
は
ず
っ
と
続

け
た
い
で
す
。
こ
の
カ
フ
ェ
で
し
か
で
き

な
い
こ
と
だ
と
思
う
の
で
」
と
恵
子
さ

ん
は
言
う
。

　

地
域
に
根
付
い
た
カ
フ
ェ
と
し
て
、気

軽
に
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
。

箕
面
出
身
の
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
を
招
い

て
の
ラ
イ
ブ
や
、０
～
５
歳
を

対
象
と
し
た
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
会
な
ど
が

人
気
だ
。
秋
に
は
バ

ザ
ー
の
開
催
も
予

定
し
て
い
る
。

　
「『
や
る
！
』
と
決

め
た
ら
す
ぐ
動
く
母
の

行
動
力
は
す
ご
い
！
」。
智

子
さ
ん
が
太
鼓
判
を
押
す
、恵
子
さ
ん

の
人
と
人
を
つ
な
げ
る
ア
イ
デ
ア
に
今

後
も
期
待
し
た
い
。

取
材
・
執
筆　

宮
村 

佳
子

「
ク
ー
ネ
ロ
コ
」

クーネロコ　
大阪府箕面市箕面3-3-31

（阪急箕面駅徒歩8分）
電話072-721-5491
営業時間　
水～土曜11:00～16:00　
祝日不定休
http://kuneloko.jp/
 ＊ランチはなるべく
　予約を。

ア ゴ ラ

第58回

住んでいる町が突如とし
て破壊され、どうすれば

よいのかも分からない。そんな
絶望の淵に立たされた人たち
のために、自分は何ができるの
だろうか。
　阪神・淡路大震災が起こった
1995年はボランティア元年と
も言われ、それ以来、災害が起
これば全国各地から救援に駆け
付けるボランティアの姿が定着
してきた。また、災害時のボラン
ティア活動を推進するNPOも
各地に設立され、緊急救援、復
興支援、地域防災などさまざま
な場面で活動を展開している。
　そんな中で起こった、2011
年の東日本大震災。日本中を覆
う自粛ムードによって災害ボラ

ンティアの初動が遅れた事態
を、著者は疑問視する。
　本書では、東日本大震災の
際に、災害NPOの理事長であ
り研究者でもある著者が、どの
ように実践と研究を進めてきた
のかという記録と、災害ボラン
ティア研究についての理論的
な枠組みが紹介されている。
　著者が依拠するグループ・ダ
イナミックスという学問では、
心は人の内面にあるのではな
く、人と人との関係の中にある
のだと考える。だからこそ、災
害ボランティアはまず、被災者
の「ただ傍

そば

にいる」ことから始
め、関係を構築することが大切
なのだ。ただ傍にいる時間が積
み重なるうちに被災者から漏れ

災害ボランティア
新しい社会へのグループ・ダイ
ナミックス

渥美公秀著
弘文堂、2014年 2月
本体 1800円＋税

出てくる小さなつぶやきの中に
こそ、本心からのニーズがある
のだと著者は指摘する。
　阪神・淡路大震災、そして東
日本大震災での事例を中心に、
災害ボランティアについて実
践的、そして理論的に考察した
後、本書の最後には、災害ボラ
ンティアが拓

ひら

く新しい社会につ
いての構想と、そこへ至る道筋
が提示されている。
　災害とは誰しも無関係ではい
られない。実際に現場に立った
とき、支援は何よりも被災者の
ためのものである、という当たり
前のようでいて忘れられてしま
うことのある大切な原点を、思
い出させてくれる一冊である。

編集委員　野崎 瑛海

手作りシフォン
ケーキのセット　

店
主
の
並
河
恵
子
さ
ん（
左
）と
智
子
さ
ん
。後
ろ
の

棚
の
好
き
な
カ
ッ
プ
で
コ
ー
ヒ
ー
を
い
た
だ
け
る

左
手
の
階
段
か
ら
上
が
る

和
室
は
貸
し
出
し
も
。奥
の

書
棚
は
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

（C）Nanmori Films
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～市民視点のドキュメンタリー映画を紹介する

第50回

十代の若者が使うコミュニ
ケーションツールは、今

や圧倒的にLINEなどのSNSで
ある。しかし、特に行政の若年
者向け相談事業は対面カウン
セリングや電話によるものであ
り、SNSを活用すべしという声
が上がってきていた。
　2017年9月に2週間行われ
た長野県の「一人で悩まない
で＠長野」と、同年11月から5
カ月間行われた滋賀県大津市
の「おおつっこ相談LINE」は、
日本の行政初のSNS相談プロ
ジェクトだ。本書はその先駆的
な取り組みをもとにした、SNS

（特にLINE）を使ったカウンセ
リングの入門書である。
　SNSによる相談については、

いまだに多くの専門家が否定的
だという。言語による情報は非
言語情報に比べ非常に少ない
と言われ、カウンセリングは対
面が基本とされる。文字情報の
やりとりでうまくいくのかという
疑念ももっともだ。しかし、入念
な準備を重ねて開設すると、予
想をはるかに超えるアクセスが
あった。冷やかしなどは心配し
ていたより少なく、多くは真剣
な悩み相談であり、相談の成果
も十分にあったという。
　デメリットは、情報の少なさ
以外に、アクセスの簡単さから
相談内容が固まらないまま始
まることや、お互いに相手のイ
メージを捉えにくいことなどが
ある。一方で、心理的にもアク

ＳＮＳカウンセリング入門
ＬＩＮＥによるいじめ・自殺予防相
談の実際

杉原保史・宮田智基著
北大路書房、2018年5月
本体1800円＋税

セスしやすく、また匿名性が高
く自己開示しやすい。相談者は
後で読み返すことで客観視しや
すく、相談員もやりとりをさかの
ぼって読むことができ、アドバイ
ザーに助言を求めやすいなど、
メリットも多い。
　昨年から今年にかけ、文部科
学省、厚生労働省はSNS相談
事業を推進。昨年12月には関連
事業者による「全国SNSカウン
セリング協議会」が発足した。各
地の自治体やNPOも取り組み
始めている。「相談者に寄り添
う」のはカウンセリングの基本
だが、まず相談しやすい環境を
提供することこそ、真に「寄り添
う」ことではないだろうか。

編集委員　華房 ひろ子

ラ イ ブ ラ リ ー

第28回

何
故
だ
ろ
う
？　

こ
の
映
画
を

観
終
わ
る
と
溢あ

ふ

れ
ん
ば
か
り
の

充
足
感
と
幸
福
感
に
包
ま
れ
る
の
は

…
…
。

　

決
し
て
、生
易
し
い
映
画
で
は
な
い
。

映
画
に
登
場
す
る
人
た
ち
は
、さ
ま
ざ

ま
な
困
難
に
直
面
し
て
い
る
。
そ
れ
で

も
、こ
の
映
画
は
優
し
さ
と
ユ
ー
モ
ア

を
持
っ
て
、
私
た
ち
に
新
た
な
視
座
を

与
え
て
く
れ
る
。

　

こ
の
映
画
の
主
人
公
で
あ
る
南
和

行
さ
ん
と
吉
田
昌
史
さ
ん
は
、大
阪
で

法
律
事
務
所
を
営
ん
で
い
る
。
彼
ら

は
私
生
活
で
も
共
に
暮
ら
す
弁
護
士

夫ふ
う
ふ夫

で
あ
る
。
彼
ら
が
弁
護
す
る
人
た

ち
は
実
に
多
様
だ
。
無
国
籍
者
、「
君

が
代
不
起
立
」で
処
分
さ
れ
た
先
生
、

作
品
が
罪
に
問
わ
れ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

…
…
。
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方
と
社
会

の
仕
組
み
と
の
間
で
葛
藤
を
抱
え
る

人
た
ち
。そ
も
そ
も
主
人
公
の
２
人
も

セ
ク
シ
ャ
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
。

彼
ら
に
と
っ
て
も
、
今
の
日
本
で
自
分

ら
し
く
生
き
て
い
く
こ
と
は
、
と
て
も

困
難
で
あ
ろ
う
。
そ
ん
な
２
人
の
目
を

通
し
て
、さ
ま
ざ
ま
な
苦
境
に
立
た
さ

れ
た
人
々
の
姿
が
淡
々
と
描
か
れ
て
い

く
。一
つ
一
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
個
人
的

な
問
題
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、こ

こ
数
年
で
起
こ
っ
て
い
る
日
本
社
会
の

有あ

り
様よ

う

を
鋭
く
捉
え
て
い
る
。

　

戸
田
ひ
か
る
監
督
は
、そ
ん
な
一
見

重
く
な
り
が
ち
な
題
材
を
軽
快
な
タ
ッ

チ
で
描
き
き
る
。
主
人
公
の
２
人
は

決
し
て
怒
ら
ず
、
時
に
笑
い
、
時
に
泣

き
な
が
ら
、
対
話
を
続
け
る
。
２
人
が

ソ
フ
ァ
ー
に
寄
り
添
い
投
げ
か
け
る
会

話
。
日
々
の
食
事
。
寝
転
が
っ
て
手
を

繋つ
な

ぎ
笑
い
合
う
姿
。
何
で
も
な
い
よ
う

な
細
や
か
な
時
間
の
中
に
、彼
ら
が
大

切
に
し
て
い
る
こ
と
が
浮
か
び
上
が
っ

て
く
る
。

　

そ
し
て
終
盤
、こ
の
映
画
は
登
場
人

物
を
全
て
内
包
し
た
一
つ
の
大
家
族

を
観み

て
い
る
よ
う
な
感
覚
に
さ
せ
て
く

れ
る
。
血
縁
や
制
度
で
の
繋
が
り
で
は

な
く
、
他
者
を
知
ろ
う
と
す
る
こ
と
、

そ
れ
こ
そ
が
愛
な
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
た
。

　

し
か
し
最
後
に
伝
え
て
お
き
た
い
の

は
、
本
当
に
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
思

考
を
巡
ら
す
映
画
で
あ
り
な
が
ら
、そ

れ
が
２
人
の
主
人
公
の
人
生
を
通
し

て
描
か
れ
る
時
、シ
ン
プ
ル
な
面
白
さ

に
な
り
代
わ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
何
が

「
面
白
い
」
か
は
ぜ
ひ
劇
場
で
確
か
め

て
頂
き
た
い
が
、
そ
れ
が
こ
の
映
画
の

一
番
凄す

ご
い
と
こ
ろ
だ
と
思
う
。

今
月
の
作
品
「
愛
と
法
」

（C）Nanmori Films

出演：南和行　吉田昌史　他
監督・撮影・編集：戸田ひかる
プロデューサー：エルハム・シャケリファー
配給：東風
2017年｜日・英・仏｜94分｜ドキュメンタリー｜
原題：Of Love & Law
9月22日より全国で順次公開中
http://aitohou-movie.com/#theater

幸
福
感
に
包
ま
れ
る
映
画
体
験

2012年、映画『ドコニモイケナイ』を監督。本作で
2012年度日本映画監督協会新人賞受賞。その他、

『いわきノート』（2014年／編集）。『桜の樹の下』
（2016年／プロデューサー）。現在、日本映画大
学非常勤講師。「ドキュメンタリー映画って、 観るよ
りも作る方が数十倍面白いよ！」といつも思います。

●今月の館主

島
し ま だ

田 隆
りゅういち

一 イラスト：杉浦 健
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❶1966年に発刊された日
本でもっとも歴史があ
るボランティア・NPO／
NGO活動の総合情報誌
の一つであり、常に時代
の一歩先を読み、新しい
課題の発見や提言に努
めるオピニオン誌です。

❷ボランティア・N PO／
NGO活動を「市民自治」
の一つの表現としてとら
え、その促進を通じて民
主主義の成長と発展をめ
ざします。

❸社会問題そのものの紹
介よりも、その問題に市
民やNPO／NGOがどの
ようにかかわっているの
か、また、かかわる必要
があるのか、という視点
を大切にします。

❹ 企画、取 材、執 筆、編
集、校正、発送など、誌
面作成の過程へのボラ
ンティアの参加をはか
り、誌面づくりにおい
て、同じ市民としての共
感性や仲間としての批判
性を大切にします。

❺読者からの記事への批
判・抗議等に対してはそ
の主張を誠実に受けと
め、必要があれば、記事
の訂正・謝罪をおこなう
か、反論の誌面を提供し
ます。

　　　　2004 年１月『ウォロ』編集委員会

市民活動総合情報誌『ウォロ』とは？

特集：空き家の市民的活用
文化を守り福祉に生かす
Ｖ時評：外国人と共に暮らすという
こと
表紙＆この人に：坂本龍一さん（音
楽家、一般社団法人 more trees　
代表）

特集：活動したい市民団体　
私の選択
V 時評：石牟礼道子さんを偲ぶ
表紙＆この人に：今井紀明さん（認定
NPO 法人 D×P 理事長）

2018年2・3月号 No.5172018年4・5月号 No.518

特集：企業の社会貢献、その新潮流
―広がる地域・市民協働
Ｖ時評Ⅰ：「きれいな記録」を残せば
良いのか？議事録に無ければ「無
かったこと」になる政治
Ｖ時評Ⅱ：テコ役となって社会を変
える〜市民社会創造ファンドが示す
専門性の力
表紙＆この人に：安田菜津紀さん

（フォトジャーナリスト）

2017年10・11月号 No.515
特集：民生委員の持続可能性 100
周年の次へ
V 時評Ⅰ：ボランティア活動と賃労
働を分かつもの〜労基署によるＮＰ
Ｏへの警告から考える〜
V時評Ⅱ：ＮＰＯ法人が減少？ 大切
な参加の機会づくり
表 紙＆この人に：今 野 晴 貴さん

（NPO法人POSSE代表理事）

特集：遺贈―故人の思いを社会に生
かす
Ｖ時評Ⅰ：NGO規制が示唆する世界
Ｖ時評Ⅱ：制定後が正念場　休眠預
金活用法
表紙＆この人に：石川梵さん（写真
家、ノンフィクション作家）

特集：市民活動と司法　弁護士との
協働で広がる可能性
V時評1：「動員」されないために　
社会の実相に目を
V時評2：休眠預金活用への不信高め
た内閣府のパブコメ対応
表紙＆この人に：亀石倫子さん（弁護
士）

特集：障害や疾病がある人の「働く」
を支える
V時評 1：オリンピックボランティアをめ
ぐる課題
V時評 2：市民活動における「合宿」
の効用
表紙＆この人に：望月 衣塑子さん（東
京新聞社会部記者）

特集：市民団体の世代交代
それぞれの選択と決断
Ｖ時評Ⅰ：“大人”はどう応える？ 総選挙
で見えた若者の意識
Ｖ時評Ⅱ：障害者とボランティア・地域
住民との接点を見直す〜大規模災害
時を視野に入れて
表紙＆この人に：島袋淑子さん・尾鍋
拓美さん（ひめゆり平和祈念資料館）

特集：就職先はNPO― 働く現場の
「今」
V時評Ⅰ：誰と「ともに生きる」のか？
V時評Ⅱ：問われる一人ひとりの主体
性「ＳＤＧｓ／持続可能な開発目標」
表紙＆この人に：だるま森＋えりこさん

（総合工作芸術家）

特集：世界と目指そうSDGs
Ｖ時評Ⅰ：生活支援サービスの意
味するもの
Ｖ時評Ⅱ：共謀罪の本質は「監視」
への欲求
表紙＆この人に：藤田孝典さん（特
定非営利活動法人ほっとプラス代
表理事）
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□編　□集　□後　□記  
◆首が回らなくなり生まれて初めて接骨院へ。「痛がりな
んです！」と宣言したためか、辛い思いをすることなくほぼ
完治。「多分ながいこと固まってましたよ」と言われたとおり、

「振りかえる」という動作を久しぶりにした気がする。仕事
も人生も首も、ときどき振りかえることって必要。（百）


